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成果の概要／赤尾拓海 

＜研究集会の概要＞ 

〇研究集会名：第 78 回アメリカ物理学会流体力学部門年次大会 

〇発表題目：Domain size effect on a temporally evolving stably stratified shear layer 

 第 78 回アメリカ物理学会流体力学部門年次大会（APS Division of Fluid Dynamics 

Annual Meeting 2025）は、今回で 78 回目を数える歴史ある国際会議である。流体力学

を専門とする研究者が、全米各地のみならず世界各国から集い、活発に議論・交流を行

う場となっている。規模も大きく、同時に 30 以上のセッションが併催されることもあ

り、参加者が短時間の発表ごとに慌ただしく会場間を移動している様子が印象的であっ

た。本会議は毎年アメリカ各地で開催されており、本年はテキサス州ヒューストンにて

開催された。 

＜発表内容の概要＞ 

 安定密度成層内に発生する超大規模構造の特性を調査するため、数値計算において計

算領域の大きさを変えた複数の条件を設定し、その結果を比較した。超大規模構造は流

れ方向に細長く、スパン方向に蛇行しながら複数並ぶ特性を持つ。流れ方向およびスパ

ン方向に対して計算領域を変化させることで、この構造の生成が抑制されることや特性

が変化することを確認した。これらの条件間で統計量を比較することで、本構造が流れ

場に与える影響を評価し、明らかにした。質疑応答では著名な研究者からもご質問を頂

いたほか、発表終了後には「非常に興味深い研究なので、ぜひ今後も続けてほしい」と

の言葉を頂き、日々の努力が報われたように感じた。 
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交流する貴重な機会を得られたことに、心より感謝申し上げます。改めまして、貴財団
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写真：学会会場および発表の様子 


